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群馬県では昔から女性が養蚕・製糸・織物で家計を支えてきまし
た。そんな働き者の妻のことを、夫（男）たちは、「おれのかかあは天
下一」と呼び、これが「かかあ天下」として上州名物になるととも
に、現代では内に外に活躍する女性像の代名詞になっています。

Kakaa Denka
In Jyoshu(present-day Gunma Prefecture), women supported their households by raising silkworms,and by prducing filature and 
textiles.The Jyoshu man proudly termed her "The Best Wife in the World".Thus, the image of the "kakaa denka woman"(a wife who 
controls the house) became popularized and now symbolizes a woman who takes an active role in the home or workplace.

Japan 
Heritage

平成28年度文化庁文化芸術振興費補助金
（日本遺産魅力発信推進事業）Gunma Prefecture

かかあ天下ぐんまの絹物語協議会

The Silk story of Gunma

構成文化財
白瀧神社（桐生市）
旧模範工場桐生撚糸合資会社事務所棟（桐生市）
桐生市桐生新町伝統的建造物群保存地区（桐生市）
後藤織物（桐生市）
織物参考館“紫”（桐生市）
桐生織物会館旧館（桐生市）
旧小幡組製糸レンガ造り倉庫（甘楽町）
甘楽町の養蚕・製糸・織物資料（甘楽町）
甘楽社小幡組由来碑（甘楽町）
富沢家住宅（中之条町）
中之条町六合赤岩伝統的建造物群保存地区（中之条町）
永井流養蚕伝習所実習棟（片品村）


